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カード会社大手のジェーシービー（以下、JCB）

は、同社の基幹システム「JENIUS」に組み込

まれているビジネスプロセスの知識を可視化

して次の世代の開発チームに継承するための

プロジェクトを実施、成果物として概念デー

タモデル図を作成した。データ総研が提供す

るデータモデル可視化の方法論とサービスを

活用し、データモデリングツールとして

ER/Studio Data Architect（以下、ER/Studio）

を使用した。 

同社は基幹システム「JET」を 2008 年に全

面的に「JENIUS」へ更改した。その後、開

発に関わった JCB 側、開発会社側のそれぞ

れのメンバーが入れ替わっていくのに伴い、

システムの全体像を俯瞰的に理解できる要

員がやがて不足することが明らかになって

いた。 

同社の今回の概念データモデル作成の取り

組みで注目すべき点は、システム改修など

開発案件のためというよりも、基幹システ

ム内部に作り込まれているビジネスプロセ

スの知識を可視化、継承することを目的と

したことである。その背景には、人材の育

成、知識の継承が急務との認識があった。

「ビジネス上の価値に結びつく新しい ICT

システムを企画してどんどんつくりたい。

だから最初からユーザー部門に画面イメー

ジをつくって持っていく。」 

知識を継承するためデータモデル図を活用 

同社システム部門内では、システムに関連

する深い知識を有する要員は「有識者」と

呼ばれる。また、システム部門だけでなく

ユーザー部門にもシステムと密接に関わる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
業務知識に通じた有識者がいる。有識者は

定期的な人事異動があるため、基幹システ

ムに伴う膨大な業務知識、システム知識を

有識者だけで管理するという体制を維持す

ることは難しかった。 

 

「2008 年のシステム全面更改から 3 年たっ

た段階で、知識、スキルを明文化する必要

性を感じた」と同社システム本部 業務シス

テム開発部 部長代理の久岡啓介氏は話す。

同社システム本部 基幹システム開発部次

長の山﨑智博氏は「2012 年にデータモデル

を作成するプロジェクトを実施したが、こ

れは有識者が残っているぎりぎりのタイミ

ングだった」と振り返る。 

基幹システムの規模は大きい。カードのシ

ステムは加盟店向け業務の「アクワイアリ

ング」と、カード発行業務の「イシュイン

グ」の 2 系統がある。今回のプロジェクト

で対象としたのはアクワイアリングの部分

だが、テーブルが 1907 個、データ項目数は

万単位、プログラムは 500 万ステップとい

う規模となる。その設計の背後にある複雑

なビジネスプロセスの知識を可視化してお

かなければ、やがて誰にも把握できないシ

ステムになってしまう懸念があった。 

 

 

ER/Studio 
 

 

会社名 

株式会社ジェーシービー 

業種 

金融、サービス業 

ツール 

ER/Studio、ER/Worksheet* 

課題 

 基幹システム内のビジネスプロセス

の知識を次世代に継承したい 

解決策 

 ER/Studio を活用し、業務知識と物理

データベースを結びつけて俯瞰でき

る概念データモデル図を作成する 

 

コンサルティング 

株式会社データ総研 

 
 

 

 

ER/Studio 販売代理店 

富士通エンジニアリングテクノロジーズ株式会社 

 
 

ER/Studioを活用し基幹システムに組み込まれた 

概念データモデルを可視化、知識を継承可能に 

* ER/Worksheet は富士通エンジニアリングテクノ

ロジーズ株式会社が提供する ER/Studio と

Microsoft Excel との双方向連携ツール 

システム本部 

基幹システム開発部 

次長 (開発Ⅱグループ担当)

山﨑 智博氏 

骨格データモデル図



 

 

山﨑氏は「システムを読み解く材料が乏し

ければ、追加開発の生産性は上がらない。

先々のことを考えると、分かりやすいドキ

ュメントがなければ立ちゆかなくなる。そ

れがデータモデルを可視化するプロジェク

トを立ち上げた理由だ」と説明する。「有識

者が残っている間に、知識を可視化しなけ

ればならない」との強い問題意識があった

のである。 

物理モデルをインプットとし 

データ総研の方法論を適用 

データモデルの可視化は、データ総研に依頼

する運びとなった。まず、3 カ月をかけてシ

ステムの一部のモデリングを実施。その成果

を評価してプロジェクトを本格的に立ち上

げた。JCB および開発協力会社から 6 名、デ

ータ総研から 2 名が参加し、半年をかけて予

定の範囲のデータモデルを完成させた。 

データモデルの作成を手掛けたデータ総研 

コンサルティンググループ統括 シニアコ

ンサルタントマネージャの吉岡健氏は、次

のように話す。 

「知識を継承するやり方はいくつかやり方

があるが、その中でも概念データモデルを

使って業務モデルを把握するやり方が有効

だと感じている。プロセスから攻めるより、

データから攻めた方が効率がよい」 

概念データモデル図を作成するには、その

インプットが必要だ。ドキュメントが乏し

い場合には、システムへの入出力を手がか

りに一種のリバースエンジニアリングを実

施する必要がある。だが、吉岡氏は今回の

プロジェクトの場合は「ドキュメントの整

備状況は緻密だった」と振り返る。JCB の

開発パートナー企業が作成、保管していた

ドキュメントが揃っており、特に物理デー

タモデルに関するドキュメントであるテー

ブル定義書とドメイン定義書がインプット

として有用だった。 

データモデリングツールとして ER/Studio

を採用した。すでに JCB 社内で使われてい

たことが理由だ。ER/Studio はデータモデル

に階層構造を持たせて管理できる機能を備

える。吉岡氏は「サブモデルという機能を

使えば、業務全体を俯瞰して見たり、特定

の個別業務を細かく緻密に見たりすること

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が容易にできる。“鳥の目”と“虫の目”の

両方がある」と評価する。現場で使われる

「データ項目定義書」のようなドキュメン

トは Excel で管理されている場合が多いが、

ER/Studio では Excel と連携するツール

ER/Worksheet が使える点もメリットの一

つだった。 

「データの地図」「データの地球儀」を作る 

概念データモデル可視化のため作成したド

キュメントは大きく 2 点ある。1 点は「骨

格データモデル図」（A3 用紙 18 枚）。各サ

ブシステムで扱う主要エンティティ、主要

データ項目を定義したモデル図であり、同

社はこれを「データの地図」と表現する。 

データ総研が提供する方法論に基づき、図

の上から下に向かうにつれて粒度が粗いも

のから細かいものへと変わる。横方向は組

織や業務の流れに沿って、関係が強いもの

を近くに表示する。こうしたルールに基づ

き業務内容とデータモデルの関連を把握し

やすい E-R モデル図を作成した。 

もう 1 点は「システム鳥瞰図」（A3 用紙 5

枚）で、主要エンティティ名だけを記した

モデル図である。同社は「データの地球儀」

と呼ぶ。大きな流れ、関係性を分かりやす

く表現したものである。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のデータモデル可視化のプロセスを振

り返って、吉岡氏は次のように語る。「キー

マンが問題意識を持って、潤沢に工数を割

いて参画した。これが成功に大きく寄与し

た」。また、山﨑氏は「初期に出てきた ER

図の出来が良かったのに驚いた。この説明

だけでは分からないだろうと思っていたと

ころが、だいたい当たっていた」と感想を

述べる。 

吉岡氏は、概念データモデル作成の過程を

「別々に物理設計された同じ意味のデータ

を概念として“くくって”認識していく」と

表現する。物理設計のドキュメントが揃っ

ており、業務の説明をするキーパーソンに

熱意があり、概念モデルを読み解くエキス

パートがいたことにより、プロジェクトは

成功を収めたといえる。 

キーパーソンの問題意識と熱意、揃ってい

た物理設計のドキュメント、そして概念デ

ータモデルを読み解く専門家の参加により、

同社は基幹システムに組み込まれた概念デ

ータモデルを ER/Studio により可視化する

ことができた。同社の基幹システムに新た

に取り組む要員にとっては貴重な資料とな

っている。また、今後システムの改修が発

生した時には、今回作成した概念データモ

デルは強力なツールとなることだろう。 
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「ER/Studio のサブモデルという機能を使えば、業務全体を俯瞰し

て見たり、特定の個別業務を細かく緻密に見たりすることが容易に

できる。“鳥の目”と“虫の目”の両方がある」 

株式会社ジェーシービー 山﨑 智博氏 

株式会社ジェーシービー システム本部 

基幹システム開発部 次長(開発Ⅱグル

ープ担当) 山﨑 智博氏（左下）、シス

テム本部 業務システム開発部 部長代

理(イシュイングシステムグループ担当) 

久岡 啓介氏（右下）、株式会社データ総

研 営業グループ 取締役 部長 佐藤 

幸征氏（左上）、コンサルティンググル

ープ統括 シニアコンサルタントマネー

ジャ 吉岡 健氏（右上） 


